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令和４年度 第２回スポーツ推進審議会 会議録 
 
〔事 務 局〕 スポーツ課 
〔開催日時〕 令和４年１１月１７日（木）午後７時００分～８時１５分 
〔開催場所〕 伊勢原市役所 ２Ｃ会議室 
〔出 席 者〕 （委 員）久保薗会長、平田副会長、沓澤委員、山口委員、 
            大川委員、西野委員、荒巻委員、渡辺委員 
       （事務局）髙橋健康づくり担当部長、細野スポーツ課長、 
            桐生ねんりんピック担当課長、遠藤スポーツ係長、鎌田主査 
〔公開可否〕 公開 
〔傍 聴 人〕 ０人 
《審議の経過》 
（資 料） 
 ・令和５年度スポーツ関係団体補助金について 
 ・伊勢原市市民生涯スポーツ推進計画（案）について 
 ・伊勢原市３大ロードレース大会の開催について 
 ・ねんりんピックかながわ２０２２剣道交流大会について 
 ・令和４年度いせはら元気創生講演会について 
（会議録） 
事務局：会議の開会を宣言。規則第４条に定める会議の定足数について、委員定数 
     １１名に対して８名の出席があり、定足数を満たしていることを確認した。 
会 長：あいさつ。 
担当部長：あいさつ。 
事務局：議事進行について、規則第２条第３項の規定により会長にお願いした。 
会 長：議題（１）「令和５年度スポーツ関係団体補助金について」の説明を事務

局に求めた。 
事務局：議題（１）について説明。 
    ・補助事業ごとに補助金額を説明。 
委 員：補助金額が昨年度と同額の事業があるが、各団体から「補助金額を増やし

てほしい」等のフィードバックはあるのか。 
事務局：各団体から年度末に提出される実績報告書で補助金の執行状況を確認して

いる。また、補助金を交付する前年度の１０月に補助金交付要望書の提出
を各団体に求めており、補助金額の参考としている。 

会 長：議題（１）「令和５年度スポーツ関係団体補助金について」承認を求める。 
委 員：全員賛成で承認。 
会 長：議題（２）「伊勢原市市民生涯スポーツ推進計画（案）について」の説明

を事務局に求めた。 
事務局：議題（２）について説明。 

・スポーツ推進計画策定スケジュールについて説明。 
・令和４年度第１回スポーツ推進審議会において示したスポーツ推進計画

改定案に対しての意見等について、対応を説明。 
・資料に基づき「伊勢原市市民生涯スポーツ推進計画（案）」を説明。 

委 員：資料Ｐ２５以降について、前回示されたスポーツ推進計画改定案から「事
業内容」の項目を追加したということでよいか。 

事務局：「事業内容」の項目を追加した。  
委 員：資料Ｐ１８の施設利用者数実績について、平成３０年度と令和３年度を比

較しているが、その意図を教えてほしい。 
事務局：コロナ禍前の実績と直近の実績を比較するため。 
委 員：資料Ｐ３０のスポーツチームの試合観戦について、横浜ＤｅＮＡベイスタ

ーズは無料観戦があり、湘南ベルマーレは無料観戦が無いが、理由を教え
てほしい。 
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事務局：無料観戦は各スポーツチームの意向のため、市としての実施ではない。無
料観戦は、スポーツに触れる良い機会となるので、スポーツチームに対し
て働きかけていく必要性は感じている。 

会 長：議題（２）については、事務局において本日の意見等を計画案に反映させ
るとともに、パブリックコメントを実施すること。 

事務局：その他について、資料に基づき以下の事項について説明。 
・伊勢原３大ロードレース大会の開催について説明。 

    ・ねんりんピックかながわ２０２２剣道交流大会について説明。 
    ・令和４年度いせはら元気創生講演会について説明。 
委 員：大山登山マラソン大会について、参加者を２，０００人募集しているが、

もし感染者が増えて大会中止となった場合、対応はどうするのか。 
事務局：大会の感染症対策ガイドラインに基づいて対応する。 
委 員：伊勢原駅伝競走大会や大山登山マラソン大会の感染対策について、参加者

等の追跡調査を行うのか。 
事務局：国の感染対策の方針等に基づいて対応する。 
委 員：大山登山マラソン大会の募集人数を２，０００人に増やした理由は？参加

対象者を全国にも広げているが、感染リスクが高いのではないか。 
事務局：判断が難しかったが、コロナ禍になって３年が経ち、その経験から感染対

策としてやるべきことを押さえた上で、経済活動を進めるため。 
委 員：若者にマラソン大会の情報が行き届いていないのではないか。例えば大山

登山マラソン大会も、「ランネット」という普段からランニングをしてい
る層が閲覧するインターネットサイトに情報が出されているが、普段から
ランニングをしていない層がランネットを見る可能性は低い。また、市の
広報にも大会情報が掲載されたが、若者が市の広報を細かく見ることも想
定しづらい。そのため、幅広い層に大会情報が届くよう手段を考えられる
と良い。 

事務局：次回の審議会について説明。 
    ・第３回の審議会を２月上旬に予定しており、スポーツ表彰の候補者及び

候補団体の決定審査とスポーツ推進計画のパブリックコメント実施後の
スポーツ推進計画成案について審議を行う。 

副会長：閉会のあいさつ 
 
 

                                 以 上 


